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(百万円未満切捨て)
１．2026年３月期の連結業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）連結経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 22,485 9.7 2,714 36.1 2,870 36.1 2,067 △2.0

2025年３月期 20,493 8.4 1,993 21.7 2,109 19.9 2,109 37.3
(注) 包括利益 2026年３月期 2,145百万円( △10.0％) 2025年３月期 2,383百万円( 16.0％)

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年３月期 132.51 － 14.7 13.4 12.1

2025年３月期 130.55 － 15.9 10.4 9.7

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 21,391 13,866 64.8 917.57
2025年３月期 21,320 14,226 66.7 879.19

(参考) 自己資本 2026年３月期 13,866百万円 2025年３月期 14,226百万円

（３）連結キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年３月期 2,976 △614 △2,506 10,999

2025年３月期 2,213 △415 △507 11,138

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
(連結)

純資産
配当率
(連結)第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年３月期 － 0.00 － 40.00 40.00 647 30.6 4.9

2026年３月期 － 25.00 － 33.00 58.00 885 43.8 6.5

2027年３月期(予想) － 25.00 － 33.00 58.00 47.4

３．2027年３月期の連結業績予想（2026年４月１日～2027年３月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通 期 20,500 △8.8 2,620 △3.5 2,750 △4.2 1,830 △11.5 122.43



※ 注記事項

（１）期中における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社 (社名) 、除外 ―社 (社名)

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期 18,000,000株 2025年３月期 18,000,000株

② 期末自己株式数 2026年３月期 2,888,283株 2025年３月期 1,818,453株

③ 期中平均株式数 2026年３月期 15,604,046株 2025年３月期 16,156,186株

(参考) 個別業績の概要
１．2026年３月期の個別業績（2025年４月１日～2026年３月31日）
（１）個別経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期 21,089 9.5 2,571 36.4 2,735 36.1 1,992 △4.1

2025年３月期 19,256 8.5 1,885 23.6 2,010 21.4 2,078 40.4

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期 127.70 －

2025年３月期 128.66 －

（２）個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年３月期 20,204 12,940 64.0 856.30

2025年３月期 20,204 13,385 66.3 827.23

(参考) 自己資本 2026年３月期 12,940百万円 2025年３月期 13,385百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添
付資料４ページ「１．経営成績等の概況 （４）今後の見通し」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境が改善する中で緩やかに回復し、企業の設備投資におい

ても持ち直しの動きがみられました。しかしながら、中東情勢が資源価格等に与える影響や金融資本市場の変動な

ど、景気の下振れリスクには注意が必要であり、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

当社グループの事業領域である情報サービス産業におきましては、経済産業省が警鐘を鳴らした「２０２５年の

崖」を背景に、古い基幹業務システムを刷新する動きが本格化しております。加えて、企業におけるデジタル化や

ＩＴ活用の拡大を背景に、生産性向上や新たなビジネスモデル構築を目的としたデジタル投資が拡大しておりま

す。特にクラウドサービスや生成ＡＩの活用が進んでおり、ＩＴ投資は引き続き堅調に推移するものと考えられま

す。

このような環境のもと、当社グループは「真に世の中から必要とされる会社」を目指して、成長に向けた積極的

な投資として主力ソリューションの強化と「社内スタートアップ制度」（研究開発を通して新しい事業の芽を創出

する活動）による事業創出活動を積極的に推進しております。

企業のデジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）推進に寄与するために、マイグレーションサービスにおいて

共通するタスクの集約化を行う「マイグレーションセンター」化を進めております。この取り組みにより、同時並

行するプロジェクト数が順調に増加いたしました。また、新しい技術への挑戦として「社内スタートアップ制度」

にて生成ＡＩについての研究を行い、この研究の一環として、２０２５年４月にシステム可視化ソリューション

「ＲｅｖｅｒｓｅＮｅｏ（リバースネオ）」の新バージョンをリリースいたしました。本バージョンでは、生成Ａ

Ｉ技術との融合により、処理フローや処理概要の自動生成機能を新たに搭載しております。２０２６年２月には、

プログラムコードから技術ドキュメントの自動生成を実現する「ＤｏｃＨｅｌｐｅｒ（ドックヘルパー）」をリリ

ースいたしました。さらに、当社グループは継続してお客様からのニーズを自社のソリューションに反映するよう

取り組んでおります。ホテル・レストラン向けオーダーエントリーシステム「Ｅ．Ｍ．Ｏ（エモ）」はルームサー

ビスやテナント店舗に関する機能強化を行い、導入件数を堅調に増やしました。また、自治体向け給付金システム

「Ｔｈｅ給付」は、２０２６年１月より株式会社セブン・ペイメントサービス（本社：東京都千代田区、代表取締

役社長：柏熊 俊克）が提供する口座不要のＢｔｏＣ送金サービス「ＡＴＭ受取」との機能連携を開始いたしまし

た。

従業員に対しては、「生き生きと活躍できる環境の構築」を継続して進めており、その一環として育児・介護休

職取得者のサポートを行った組織や社会貢献活動を行った従業員に対して表彰を行う制度を新たに設けました。ま

た、前年度に引き続き２０２５年６月より平均５％の給与水準の引き上げを実施し、加えて、２０２５年１０月に

「物価高対策特別手当」を全従業員に支給いたしました。女性特有の健康課題の軽減を支援するフェムテックサー

ビスの利用、介護と仕事の両立を支援する介護相談窓口の設置や説明会の開催など、多様な人材活躍に向けた取り

組みも継続しております。

当連結会計年度の経営成績につきましては、売上高は前期に比べ19億92百万円増収の224億85百万円となりまし

た。利益面につきましては、利益率の高い自社製品によるソリューションおよび高収益案件への注力を続けること

により営業利益は前期に比べ７億20百万円増加の27億14百万円、経常利益は前期に比べ７億61百万円増加の28億70

百万円となりました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、前期において繰延税金資産を計上したこ

とによる法人税等調整額（益）の計上の反動もあり、前期に比べ41百万円減少の20億67百万円となりました。

当社グループは、ＩＴサービス事業の単一セグメントであるため、セグメントごとの経営成績の記載を省略して

おります。なお、売上分類別の概況は次のとおりです。

＜自社製品によるソリューション＞

マイグレーションサービスの保険会社向け大型案件が順調に推移いたしました。また、自治体向け給付金システ

ム「Ｔｈｅ給付」においては、アライアンス先との協業が拡大したことにより導入自治体数が伸長いたしました。

その結果、自社製品によるソリューションの売上高は前期に比べ14億28百万円増収の68億35百万円となりました。



ＮＣＳ＆Ａ株式会社(9709) 2026年３月期 決算短信

－3－

＜システムインテグレーション＞

生産管理システム「Ｆａｃｔｏｒｙ－ＯＮＥ 電脳工場」の導入・カスタマイズ案件や、ホテル業向けシステム開

発などの売上が堅調に推移いたしました。しかしながら、開発から保守フェーズへ移行する案件が重なったことに

より、システムインテグレーションの売上高は前期に比べ４億42百万円減収の79億96百万円となりました。

＜機器・パッケージ＞

コンピュータ機器および周辺機器、パッケージソフトウエア等の売上のうち、他の開発・サービスを伴わない機

器・パッケージ単体の販売による売上高は前期に比べ３億12百万円増収の24億39百万円となりました。

＜受託開発＞

大手ＳＩｅｒからの受託開発につきましては、当社の得意領域にリソースを集中させることにより収益性の向上

に取り組んでおります。その結果、受託開発の売上高は前期に比べ６億95百万円増収の52億14百万円となりまし

た。

（２）当期の財政状態の概況

（資産）

当連結会計年度末における総資産は213億91百万円となり、前連結会計年度末に比べ70百万円増加いたしまし

た。流動資産は167億53百万円となり、４億96百万円減少いたしました。主な要因は、契約資産の減少（２億69

百万円）、商品の減少（１億42百万円）、現金及び預金の減少（１億39百万円）であります。固定資産は46億

37百万円となり、５億67百万円増加いたしました。主な要因は、無形固定資産の増加（１億76百万円）、繰延

税金資産の増加（１億60百万円）、その他に含まれる長期前払費用の増加（１億６百万円）、投資有価証券の

増加（96百万円）であります。

（負債）

当連結会計年度末における負債合計は75億25百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億31百万円増加いた

しました。流動負債は53億73百万円となり、５億27百万円増加いたしました。主な要因は、賞与引当金の増加

（３億94百万円）、契約負債の増加（２億49百万円）、未払金の増加（１億51百万円）、未払法人税等の増加

（69百万円）、支払手形及び買掛金の減少（３億96百万円）であります。固定負債は21億51百万円となり、96

百万円減少いたしました。主な要因は、退職給付に係る負債の減少（87百万円）、リース債務の減少（８百万

円）であります。

（純資産）

当連結会計年度末における純資産合計は138億66百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億60百万円減少い

たしました。主な要因は、利益剰余金の増加（10億33百万円）、その他有価証券評価差額金の増加（68百万

円）、自己株式の増加（14億88百万円）であります。

なお、自己資本比率は、前連結会計年度末の66.7％から64.8％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ１億39百

万円減少し、109億99百万円となりました。

なお、当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は29億76百万円（前連結会計年度は22億13百万円の収入）となりました。主な

要因は、税金等調整前当期純利益の計上（28億70百万円）、減価償却費の計上（３億48百万円）、賞与引当金

の増加（３億94百万円）、売上債権の減少（３億71百万円）による収入に対して、法人税等の支払（９億27百

万円）、仕入債務の減少（４億48百万円）の支出によるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は６億14百万円（前連結会計年度は４億15百万円の支出）となりました。主な

要因は、無形固定資産の取得（４億91百万円）、有形固定資産の取得（１億25百万円）の支出によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は25億６百万円（前連結会計年度は５億７百万円の支出）となりました。主な

要因は、自己株式の取得（14億99百万円）、配当金の支払（９億86百万円）の支出によるものであります。

（４）今後の見通し

２０２６年度の見通しにつきましては、中東情勢の影響を受けた原油価格上昇が、企業収益や家計の実質所得に

対する下押し要因となり、成長ペースは減速すると考えられますが、企業において、高水準の収益が続いてきたこ

とや、政府による各種施策や緩和的な金融環境などが経済を下支えするため、わが国経済は、伸び率を縮小しつつ

も、緩やかな成長を続けると見込まれます。

２０２６年度の企業におけるＩＴサービス需要は引き続き高く、クラウド、生成ＡＩの普及、経済産業省の「２

０２５年の崖」を背景にしたレガシーシステム刷新への対応およびセキュリティ強化への投資などが成長を牽引す

ると見込まれます。

特に、生成ＡＩは、ＣｈａｔＧＰＴやＧｅｍｉｎｉなどの汎用的なＡＩサービスの普及により、企業はＡＩを単

なる便利ツールだけではなく、活用領域の多様化へと進めています。今後は、さらなる生産性の向上と深刻な人材

不足の解消だけではなく、企業の競争力の中核として、ＡＩエージェントの本格活用に強い期待が寄せられると見

込まれます。

しかしながら、ＡＩ市場の世界的な需要拡大を背景に、ＡＩサーバやデータセンター向けの高性能メモリの需要

が急増しており、サーバおよびパソコン機器などの一般向けのメモリの生産が抑制され、供給不足と価格高騰が続

いています。メモリ不足は、２０２７年以降も続くと見込まれています。当社グループは、ソフトウエア開発およ

び保守ならびに機器販売を含んだワンストップサービスを提供していますが、メモリ不足の影響を受け、サーバお

よびパソコン機器などの調達に支障が出ており、業績への影響を懸念しております。

このような環境のもと、「稼ぐ力の強化」、「人材への積極投資」および「企業価値の向上」を基本方針に、外

部要因の変化に、より大きな影響を受けることのないように、自立し、当社グループは、世の中から必要とされる

企業になるべく、以下の施策を実施してまいります。

・経済産業省の「２０２５年の崖」を背景にしたレガシーシステム刷新への需要に応えるべく、自社ソリューシ

ョンの機能強化に、積極的に投資を行い、他社との差別化を図ります。また、マイグレーション事業を強化し、

極力、属人化部分を減らすとともに、プロジェクトの同時稼働数を増やします。さらに、マイグレーション後

のシステム保守事業を開始するなど、既存事業の持続的な成長余地を見出します。

・２０１８年度から始めた「社内スタートアップ制度」を拡充し、社内開発に留まらず、信頼できる相手と互い

にリスクを取った協業ビジネスへと発展させます。

・将来に向けた成長基盤を獲得すべく、生成ＡＩなどの新しい技術を活用した新規事業の創出に取り組みます。

また、特定業務に限定されないＡＩの実用化に備え、ＡＩを活用できる人材を育成します。さらに、社内にお

いては、ＡＩを全ての従業員が憂いなく使えるように、環境を整えます。

・当社は、経済産業省と日本健康会議が主催する健康経営優良法人認定制度による「健康経営優良法人 ２０２

６」に認定されています。従業員が生き生きと働けるよう、引き続き、職場の環境改善に取り組んでまいりま

す。会社は多様な働き方を提供し、従業員が働き方を選べるような企業を目指します。
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２０２６年度の業績予想につきましては、機器等販売の減速により売上高は前連結会計年度比で約９％の減収、

営業利益は約４％の減益を見込み、現在進行中の中期経営計画（２０２４年度～２０２６年度）の最終年度目標を

下回る計画としております。しかしながら、営業利益率は、主力ソリューションを軸としたサービス事業への転換

が順調に推移し、収益構造の改善が進んでいることから、中期経営計画の最終年度目標を上回る計画としておりま

す。売上高205億円（前期比8.8%減）、営業利益26億20百万円（同3.5%減）、経常利益27億50百万円（同4.2%減）、

親会社株主に帰属する当期純利益18億30百万円（同11.5%減）を見込んでおります。

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業

績は、今後の様々な要因によって予想数値とは異なる結果となる可能性があります。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、収益力の向上、財務体質の強化を図ることで安定的な配当を継続することが重要と考えております。剰

余金の配当につきましては、連結配当性向45%以上を目標に収益状況に対応した配当を行うことを基本として、キャ

ッシュ・フローの状況、内部留保などを勘案して決定いたします。

自己株式の取得につきましても、株主の皆様に対する有効な利益還元のひとつと考えており、2025年８月より資

本構成の改善を目的として自己株式の取得を実施しております。引き続き、株価の動向や財務状況等を考慮しなが

ら適切に対応してまいります。

なお、当社は、「剰余金の配当等会社法第459条第１項各号に定める事項については、法令に別段の定めがある場

合を除き、取締役会の決議により定める」旨を定款に定めております。

当期の年間配当金につきましては、上記の方針に基づき１株につき58円（中間配当25円、期末配当33円）とさせ

ていただきます。

次期の年間配当金につきましては、連結配当性向45%以上を目標とし、１株につき58円（中間配当25円、期末配当

33円）を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は日本基準で連結財務

諸表を作成する方針であります。

なお、国際財務報告基準（IFRS）の適用につきましては、国内外の諸情勢等を考慮の上、適切に対応していく方

針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,153,862 11,014,665

受取手形 2,425 536

電子記録債権 116,456 34,557

売掛金 4,173,502 4,156,434

契約資産 1,026,426 756,520

商品 475,367 332,385

仕掛品 39,346 79,152

その他 263,021 379,438

貸倒引当金 △70 △50

流動資産合計 17,250,339 16,753,641

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 279,281 254,336

リース資産（純額） 26,671 8,198

その他（純額） 75,283 165,788

有形固定資産合計 381,236 428,322

無形固定資産 813,616 989,982

投資その他の資産

投資有価証券 1,100,280 1,196,710

繰延税金資産 1,227,092 1,387,936

差入保証金 435,695 416,810

その他 154,685 226,602

貸倒引当金 △42,291 △8,800

投資その他の資産合計 2,875,463 3,219,260

固定資産合計 4,070,315 4,637,565

資産合計 21,320,655 21,391,206
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 934,449 537,924

リース債務 20,688 8,931

未払金 1,127,170 1,278,768

未払法人税等 616,083 685,658

契約負債 161,116 410,413

賞与引当金 1,556,366 1,950,864

役員賞与引当金 55,480 60,200

受注損失引当金 9,694 7,984

その他 365,011 432,729

流動負債合計 4,846,060 5,373,474

固定負債

リース債務 9,278 346

退職給付に係る負債 2,216,747 2,129,312

長期未払金 21,970 21,970

固定負債合計 2,247,995 2,151,628

負債合計 7,094,055 7,525,103

純資産の部

株主資本

資本金 3,775,100 3,775,100

資本剰余金 4,034,012 4,050,068

利益剰余金 6,578,677 7,612,607

自己株式 △799,729 △2,288,499

株主資本合計 13,588,060 13,149,276

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 449,520 517,629

為替換算調整勘定 46,965 52,334

退職給付に係る調整累計額 142,052 146,861

その他の包括利益累計額合計 638,539 716,826

純資産合計 14,226,599 13,866,102

負債純資産合計 21,320,655 21,391,206
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

売上高 20,493,251 22,485,991

売上原価 14,243,321 15,311,499

売上総利益 6,249,929 7,174,491

販売費及び一般管理費

役員報酬 211,700 212,870

役員賞与引当金繰入額 55,480 60,200

給料手当及び賞与 1,674,343 1,740,892

賞与引当金繰入額 386,247 508,618

退職給付費用 87,543 71,966

福利厚生費 432,232 449,946

賃借料 200,128 197,353

旅費及び交通費 61,688 62,789

貸倒引当金繰入額 △20 △23

研究開発費 297,809 313,707

その他 848,950 841,780

販売費及び一般管理費合計 4,256,104 4,460,100

営業利益 1,993,825 2,714,391

営業外収益

受取利息及び配当金 39,425 61,585

投資有価証券売却益 - 5,010

保険配当金 61,276 69,203

その他 21,210 26,863

営業外収益合計 121,912 162,662

営業外費用

支払利息 445 211

為替差損 5,324 4,860

支払手数料 - 1,082

その他 600 511

営業外費用合計 6,370 6,665

経常利益 2,109,367 2,870,388

特別利益

ゴルフ会員権売却益 586 -

特別利益合計 586 -

税金等調整前当期純利益 2,109,953 2,870,388

法人税、住民税及び事業税 813,569 997,130

法人税等調整額 △812,799 △194,376

法人税等合計 769 802,753

当期純利益 2,109,184 2,067,634

親会社株主に帰属する当期純利益 2,109,184 2,067,634



ＮＣＳ＆Ａ株式会社(9709) 2026年３月期 決算短信

－9－

連結包括利益計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

当期純利益 2,109,184 2,067,634

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 18,547 68,109

為替換算調整勘定 13,145 5,368

退職給付に係る調整額 242,245 4,809

その他の包括利益合計 273,938 78,287

包括利益 2,383,122 2,145,921

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 2,383,122 2,145,921

非支配株主に係る包括利益 - -
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2024年４月１日 至 2025年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,775,100 4,000,503 4,952,272 △839,187 11,888,688

当期変動額

剰余金の配当 △482,779 △482,779

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,109,184 2,109,184

自己株式の取得 △105 △105

自己株式の処分 33,509 39,562 73,071

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 33,509 1,626,405 39,457 1,699,371

当期末残高 3,775,100 4,034,012 6,578,677 △799,729 13,588,060

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 430,973 33,820 △100,193 364,600 12,253,289

当期変動額

剰余金の配当 △482,779

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,109,184

自己株式の取得 △105

自己株式の処分 73,071

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
18,547 13,145 242,245 273,938 273,938

当期変動額合計 18,547 13,145 242,245 273,938 1,973,310

当期末残高 449,520 46,965 142,052 638,539 14,226,599
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当連結会計年度(自 2025年４月１日 至 2026年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 3,775,100 4,034,012 6,578,677 △799,729 13,588,060

当期変動額

剰余金の配当 △1,033,704 △1,033,704

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,067,634 2,067,634

自己株式の取得 △1,499,492 △1,499,492

自己株式の処分 16,056 10,723 26,779

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）

当期変動額合計 - 16,056 1,033,929 △1,488,769 △438,783

当期末残高 3,775,100 4,050,068 7,612,607 △2,288,499 13,149,276

その他の包括利益累計額

純資産合計その他有価証券

評価差額金
為替換算調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の包括利益

累計額合計

当期首残高 449,520 46,965 142,052 638,539 14,226,599

当期変動額

剰余金の配当 △1,033,704

親会社株主に帰属する

当期純利益
2,067,634

自己株式の取得 △1,499,492

自己株式の処分 26,779

株主資本以外の項目の

当期変動額（純額）
68,109 5,368 4,809 78,287 78,287

当期変動額合計 68,109 5,368 4,809 78,287 △360,496

当期末残高 517,629 52,334 146,861 716,826 13,866,102
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 2,109,953 2,870,388

減価償却費 263,314 348,709

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △64,231 △80,414

賞与引当金の増減額（△は減少） 196,356 394,498

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 2,880 4,720

受注損失引当金の増減額（△は減少） △33,641 △1,710

受取利息及び受取配当金 △39,425 △61,585

支払利息 445 211

投資有価証券売却損益（△は益） - △5,010

ゴルフ会員権売却損益（△は益） △586 -

売上債権の増減額（△は増加） 326,151 371,569

契約負債の増減額（△は減少） △87,733 249,283

棚卸資産の増減額（△は増加） △218,313 103,176

仕入債務の増減額（△は減少） 239,415 △448,674

差入保証金の増減額（△は増加） 892 540

未払金の増減額（△は減少） △38,412 20,696

未払消費税等の増減額（△は減少） 40,903 147,193

助成金収入 △10,878 △10,543

保険配当金 △61,276 △69,203

その他 48,727 △70,289

小計 2,674,540 3,763,555

利息及び配当金の受取額 39,027 61,149

保険配当金の受取額 125,478 69,203

利息の支払額 △445 △211

助成金の受取額 10,878 10,543

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △636,134 △927,669

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,213,344 2,976,571
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(単位：千円)
前連結会計年度

(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △35,030 △15,000

定期預金の払戻による収入 85,061 15,000

有形固定資産の取得による支出 △16,256 △125,551

無形固定資産の取得による支出 △430,667 △491,619

投資有価証券の売却による収入 - 8,010

その他 △18,391 △5,070

投資活動によるキャッシュ・フロー △415,285 △614,231

財務活動によるキャッシュ・フロー

リース債務の返済による支出 △30,109 △20,688

配当金の支払額 △477,471 △986,286

自己株式の取得による支出 △105 △1,499,492

財務活動によるキャッシュ・フロー △507,686 △2,506,467

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,308 4,930

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,301,682 △139,196

現金及び現金同等物の期首残高 9,837,180 11,138,862

現金及び現金同等物の期末残高 11,138,862 10,999,665
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

当社グループはソフトウエア開発を中心とするコンピュータ関連総合会社で、コンピュータ関連機器販売及びソ

フトウエア開発の両面を事業分野としております。

顧客の利用目的に応じたコンピュータ機器の選定とソフトウエアの開発を主とするITサービスを事業内容として

おり不可分の営業形態の単一のセグメントであるため、記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

１株当たり純資産額 879.19円 917.57円

１株当たり当期純利益 130.55円 132.51円

(注) １．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(自 2024年４月１日
至 2025年３月31日)

当連結会計年度
(自 2025年４月１日
至 2026年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益(千円) 2,109,184 2,067,634

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
当期純利益(千円)

2,109,184 2,067,634

普通株式の期中平均株式数(千株) 16,156 15,604

３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当連結会計年度
(2026年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 14,226,599 13,866,102

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) － －

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 14,226,599 13,866,102

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式
の数(千株)

16,181 15,111

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


